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	応用
	抗原情報
	背景
	ペプチジルプロリルシス／トランスイソメラーゼ（PPIase）は、ペプチジルプロリルペプチド結合のシス／トランス異性化を触媒します。この遺伝子はPPIaseの1つをコードしており、リン酸化セリン／スレオニンプロリンモチーフに特異的に結合し、基質のリン酸化後の構造を触媒的に制御します。このPPIaseによって触媒される構造制御は、細胞増殖、遺伝毒性およびその他のストレス応答、免疫応答、多能性の誘導と維持、生殖細胞の発生、神経分化、そして生存の制御に関与する重要なタンパク質に大きな影響を与えます。
	研究分野
	神経科学
	画像データ
	

	PIN1抗体とDAPI（青）を使用した293のPIN1（緑）の免疫細胞化学分析。
	

	Pin1 抗体を使用したマウス脾臓溶解物中の Pin1 のウエスタン ブロット分析。
	

	Pin1抗体を用いたJurkat、ラット脳、C6、CHO-K1、Helaライセート中のPin1のウェスタンブロット分析
	

	Pin1 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト乳がんの免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。

